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350万人の挑戦』一

う

偽

馳芝ぢにできることは何だろう
　廃棄物の増加による環境汚染を抑え、子どもたちに豊かな街・横浜を残す

ために改定された一般廃棄物処理基本計画、これを『横浜G30プラン』と呼

びます。年明け早々の1月8日に発表されましたが、まだ何のことだかサッパ

リ…、という人も多いようです。市民と業者と行政の協力なくしてはありえ

ないこのプラン。挑戦する350万人とは、他の誰でもない私たちなのです。
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引
’
．

’
鋭

し

G30とはなんぞや

　市内では現在、6つのこみ焼却工場が

稼働していますがこ人口の増加に伴い

こみの量も年々増える一方。このまま

対策を講じなければ、近いうちに焼却

工場の改修や最終処分場の整備が必要

とされ、ばく大なコスト（私たちの血税）

がかかることになります。特に最終処

分場は、平成19年度にはパンクしてし

まうと予想されるほど、事態は深刻です。

また、廃棄物を燃やし続けることによ

る環境汚染（ダイオキシン問題、地球

温暖化など）への対策も急がれます。

こういつた現状を打開するために、市

は中期政策として『横浜G30プラン』

を掲げたのです。その具体的な目標は、

平成22年度における全市（pこみ排出量

を平成13年度に対して3096削減する、

というもの。目標達成に向け、市民レ

ベルでも毎日の行動やライフスタイル

の見直しを図らなければならないでし

よう。ちょっとたいへんかもしれない

けれど、プラン遂行のために私たちも

行動するぞ！　と意気込むのが『横浜

G30行動宣言』、そう考えることがで

きそうです。意気込みだけで終わらな

いように、乙み排出量を減らしリサイ

クルを推進するための具体的な行動指

針を探っていきましょう。

こみを減らそうといっても

　毎日の暮らしの中で、こみ箱にもの

を捨てるのはこく自然な行為。こみ箱

を前にして、いちいち「これを捨てる

べきか、捨てざるべきか」と悩む人は

まれでしょう。考えなしにしてしまう

行為だからこそ、今ここであらためて

自分の普段の「捨てる」行為を見直し

てみませんか。

　本誌を毎月欠かさず読んでくれてい

る読者の場合、日ごろのリサイクル意

識はかなり高いことが想像さ’れます。

お菓子やティッシュの箱も、取り出し

口のビニールをはがして資源回収に出

しているでしょう。けれど、テーブル

が少し汚れたといってはティッシュや

キッチンペーパーをむやみに使っては

いませんか。我が家の場合、室内で犬

を飼っているので抜け毛の始末がたい

へん。つい便利な粘着テープ・コ×コ

×カーペットを多用してしまいますが、

そのこみがかさんでしまうので何か良

い手はないかと思案中です。

　我が身、我が家の反省はその気さえ

あればできるものの、周囲の人たちに

その思いを伝えるのはなかなか厄介だ

ったりします。親しい友人にも、言葉

でストレートに「あなたのやり方はこ

み減量に逆らっているわよ」と言うの

は勇気がいりますgでも、自分の行動

はいっかきっと誰かに、少しずつでも

影響を与えられる、そう信じてみるこ

とにしませんか。地道な努力こそ最も

大切なのではないでしょうか。

（、）
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リサイクル量を上げるには
回収量トン

10QO・

900

灘講の推磯鱒
　　　　　　　　　回収ボックス基数
　　　　　　　　　　　、誉100

　リサイクルの対象となる資源となる

ものの回収は、現在のところ5分別7品

目ですが、今年10月から10分別15品

目に拡大されます（図を参照）。これ

まで焼却処分されることの多かった食

品トレーなど「その他プラスチック」

や「古紙」が加わり、政令指定都市で

はトップクラスの細かな分別になります。

　まずは1区あたり約2200世帯、つま

り市内で約4万世帯を対象に取りかかり、

平成18年度までに全市に広げる計画です。

併せて、牛乳パックや古画などの回収

ボックスを10月までに現行の5区53カ

所から全市100ヵ所に増設し、そこで

は新たにリターナブルびんも回収する

方針。しかし、モデル地区以外では当面、

現状維持ということなので、7品目以外

は子ども会や学校のPTA、生協やスー

パーを拠点とした資源回収になります。

　本誌・前回の102号で取り上げた「古

紙の種類と出し方」を守り、正しい分

別を心がけて下さい。古紙のみならず、
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3Rでなく、これからは5R　1 、

　本誌では、これまで再三にわたり3R

を強調してきました。リデュース（利

用削減）、リユース（再使用）、リサ

イクル（再資源化）がそれです。しか

し最近ではこれにもう2つのR、リペア（修

理）とりフューズ（やめること）を加

えた5Rが提言されています。リサイク

ルやリユースの落とし穴は、それに一

生懸命になっているとついそれだけで

満足してしまい、大局を見失ってしま

いがちなこと。大局とは、本来最も重

要なのはこみ（いらないもの、使わな

いもの）を減らそうという原点です。

カンをリサイクルしゃすくするために

空きカンつぶし機を買ったけれど、足

で踏むほうが簡単で結局こみにしてし

まった、などという失敗のないように、

ものを買う時やもらう時はよく考える

ことが大切です。

　家電品など、修理したくてもメーカ

ーから断られてしまうケースがあり残

念ですが、自分で修理できるものなら

ぜひ挑戦してみましょう。皮や布張り

の椅子は思いのほか簡単にDIYで張り替

えられるし、家中を見渡せぱ、自分で

できる簡単な修理の対象はけっこうあ

るものです。今あるものを長く大切に

使い、ムダになりそうなも

のを衝動買いしない、これも、

りっぱなG30行動宣言にの

っとった行為です。

横浜市の英断を支えるのは

私たち市民

。

　市が発行したG30関連の資料には、

次のようなくだりがあります。

『350万横浜市民が、こみの削減とリ

サイクルに全力をあげて取り組み、横浜

から日本へ、そして地球に広がる環境行

動都市の創造に向けた第一歩を踏み出し

ます。それは、次の世代に責任を持つ

350万横浜市民の勇気ある挑戦です』

　少し面はゆいような気さえしますが、

なんとなく、やる気をそそられませんか。

子々孫々まで、できるだけ良い環境を残

すことは人類共通の願いなのだから。グ

ローバルな夢を語ったあとでナンですが、

先日訪ねた市内のある小学校でのひとこ

ま。　「みんなのおうちでも、お菓子の箱

とか牛乳パック、リサイクルしているか

な。カンやびんは分けて出しているよね。

トイレットペーパーは再生紙のものかど

うか、知ってる？　雑誌はPTAの古紙回

収日に出しているかな」　　。3年生の

児童を前にそんな質問を投げかけたとこ

ろ、大多数が「知らな一い。だって、お

母さんの仕事だもん」との反応でした。

恐らく、多くの家庭で様々な実践がある

はずです。それを、今度は子どもたちと

一緒にやってみてはどうでしょうか。子

どもたちは、いつまでも子どもではなく、

明日を担う小さな大人なのですから。

No　104　20035 ②月刊リサイクルデザイン
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　導みともて捨てられて繕発

資源な再生資源分別収集二

r国際諾鰯擶とあ

輩藷粥禦
届くまでの流れを、体の中を流れる血

液にたとえて、動脈物流と呼ぶのに対

して、リサイクルされるモノの流れを

静脈物流と呼んでいます。ご存じのと

おり最近では野菜・衣服・電化製品な

どの多くのモノが外国で作られ日本に

輸入されています。モノの流れが国際

的になったことで、国を超えてリサイ

クルされる資源（古紙や古布など）の

流れを「国際静脈物流」と呼ぶように

なりました。

　今年3月に発表された国土交通省の「静

脈物流システム事業化検討調査委員会」

の提言の中で、　「日本国内でのリサイ

クルに限界がきて資源が余ってしまい、

今後さらにあふれることが予想される。

一方、アジア諸国ではリサイクル資源

　麟
餐麹

轟溺

　「環境行動都市」と

して東アジア圏の再資

源循環サイクル中核拠

点の実現化をはかる

う㍊螺ムの欺安定化

㌧　昌　　　　ぬ「，

が足りない。」と言われています。　「横

浜工コ　リサイクルポート構想」は、

横浜の港からリサイクル資源をアジア

諸国に届けるためのポイントを作り、

国内に安定したリサイクルの流れを作

る構想です。具体的には横浜港南本牧

ふ頭の集積所に、回収された古紙、古布、

響くずなどを集めて、こみではなく品

物として品質を管理し、ここからアジ

ア各国に輸出するという計画です。

　　　　　　　　　　　　（図参照）

r
推
　この構想は、横浜市の「横浜G30プ

ラン」　（P4よこはま白書参照）に基づ

いて増えると予想される再生資源物を、

市民に見える形でリサイクルしていく

（ご

醗ン

補．

）

紘

吻
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ことを目的としてした、　「横浜G30プ

ラン」を支援する民間からの提案です。

中野理事長は「こみの輸出ではないこ

とを市民に理解してもらいたい。再生

資源の輸出はアジア経済の急成長の中

で必然性のあるもので、社会的、国際

的な役割を果たしていくものとなる。

回収品の品質管理をしっかりし、横浜

のものなら安心という『横浜ブランド』

を確立したい。」と話しています。

　2008年から2010年に実施予定で
すが、今年5月から古紙と無熱の輸出を

試行が始まります。

k
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　　　　　　横浜市環境事業局ホームページ
http：〃www．city．yokohama．jp／me／pcpb／

＝＝ B　　需・　　醒　1　　茜鴨

　　　　　　　　　　　　　　　　

羅醒獄窓輩リサイクル竈進め、
鯉環境術動都市』横浜奄
勲卍1灘舗こう1
～r横浜Gφ激ラン」による平成15年度の主な取り組み～

　横浜市が掲げた「横浜G30プラン」によるこみ削減目標は、τ平成22年度ま

でにこみ排出量を対13年度の3096削減」というものです。具体的に取り組み

を開始する、15年度は、市民・事業者の皆さんがこみ減量・リサイクルに参加・

協力できる仕組みを作っていきます。

ダ　6 畳
翻 ■

■
■

コ
国
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G30行動推進体制の確立
　新たに市・各区・各地域にG30行動の推進組織を設け、

G30行動の普及啓発や分別排出の徹底などを推進します。「市

G30推進本部」では市長を本部長とし、全局区長・事業本

部長がメンバーとなります。．「区G30推進本部」では区長を

本部長とし、市民・事業者・行政からなるメンバーが各区の

行動計画づくりや区役所等のこみゼロを推進します。

　そして、区民が主体となった地域ぐるみのG30行動を展

開するため、地区連合会や地域防災拠点等、区の特性に応じ

て設定するエリアことに「地域G30活動委員会」を結成し、

分別排出の徹底を進めます。

　また現在約3，000人いる環境事業推進委員を5．000人

に拡充するほか、分別排出徹底の普及啓発を行うための

G30サポーターとして、ボランティアを2，000人募集します。

市G30推進本部
lr事業計画の策定　，・進行管理　・庁内こみゼロ推進等．ギ

1㍉ 区G30推進本部
　　・行動計画の策定・G30行動推進

　　・区役所こみゼロ推進等

G30サポーター
G30行動の推進に意欲の

ある市民ボランティアを

募集、登録

＼ ノ し

市民一人ひとりに
　横浜市民一人置とりにG30行動を実践していただくため、

いままでの広報に加えてより一層徹底した広報事業を展開し

ます。

●印刷物による広報…広報よこはま市浦特集号の発行（通年

　で広報よこはまに掲載）・PRポスターの掲示・新聞広告

●映像による広報…G30行動推進ビデオの作成配布・環境

　事業局HPでの広報ビデオ映像配信

●募集事業による広報…G30キャンペーンソングの募集・

　G30行動大賞の創設（リサイクルアイディア等の募集、表彰）

●その他…

　●G30行動推進タウンミーティングの開催

　（G30行動実践事例報告、施策提案発表等を各区で実施）

　●ラッピングバス・収集車の運行

G30行動奄呼びかける

．「G30」とは？

憩割は「ジ脚轄機灘ウ」擶み蹴言．・．
．∴r（封とは、「ごみ（（沁繭｝」菰いう欝灘壷鐵一翠掌した場合の「G」、

にみ控鰍国難繍齢劇のrG」ご礎囎していくと
いうド滅鷺．1 ﾔ鮪ryo畷鐙r（封、そして、次鰻代に良質な地球環境

．．衡嬰．1露纏い響いくという慧嚇iでの「G◎od」　「Gぬb潔　歴nvlron凱劔慧」

㌔のヂ¢」．などの思いを込めで、．幽幽と褒幽してい窯すα．．．、．

　「3朝とは、平成器年慶に欝け贔ごみ排鵬澱の轟窪滋醗標である30懸

の「30三三は篤，勲：、．．』二二1藩｛寓凝二二の山登込めています。

・…4…35④月刊リサイクルデザイン
　　、



書
熱

．
翫

、
曜
瓢

翼
黙
櫨
韓
凱

．
闘

蒙「
．

’
馨離

　　　　　　　　　　　チさ　

璽懸
。

●

σ　σ

こみ減量とリサイクル老進め、

「環境行動都市」横浜奄

築いていこう1

盗 后
●

● ●

　横浜市が策定した「横浜G30プラン」

では、平成22年度までに全市のこみの排

出量を平成13年度より3096削減するとい

う目標をかかげています。この目標達成に

は行政だけでなく市民や事業者の皆さんの．

協力がぜひとも必要です。

　「こみ発生抑制」行動とは、結果的にこ

みとなるものをはじめから断わったり、も

のを大切に長く使うなど、こみの発生の元

となることを絶つことです。この行動は環

境負荷をかけないことにもなり、誰にでも

すぐに実行できる、こみ減量にたいへん遷

すんで門戸臓う憎

果的な行動です。

　下記の具体例を参考にしていただき、ぜ

ひ市民・事業者のみなさんの行動をお願い

します。

！

　お買い物の時は、

袋を持っていってム

硬榊め両両
食事の作りすぎ、食べ残

しをなくすことで、生ごみ

を減らすことができます。

　冷蔵庫の食材を上手に

使いましょう。

汽

お出かけやお勤めのとGも

「カバンの中に袋を一つ」と

　割り箸、使い捨てスプーン・フォ

ーク・皿などを使わないようにして、

環境にやさしい生活スタイルが定

着するといいですね。

．漏＿

緬を大郡画轟懇

　♪
叉i　．，／

「もったいない！」を市民の

合い言葉に！

鉛筆1本、ノート1冊から、

ものは最後まで使い切りま

しょう。壊れたものも修理

して使いましょう。

∫

c）

灘麟聯難欝
　
ア
じ
み
ホ
ド
　
　
　
　
　
　

匿司脇一一塾咀●塑」一
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一．「 @　一．一－　∵■

●5月4日（日） ●5月10日（土） ●5月11日（日） ●5月18日中日）

・泉区センターリサイクル ・センターリサイクルinせや ・かながわセンターリサイクル ・旭区センターリサイクル

環境事業局泉事務所構内 瀬谷区ニツ橋公園 神奈川区反町公園 環境事業局旭工場内

時間：午前9：00～12＝00 時間：午前9＝00～12＝00 （神奈川区役所側） 時間：午前9：00～12：00

※雨天実施、車で搬入可 ※雨天中止、車で搬入可 時間＝午前10：00～午後1：00 ※雨天実施

※雨天実施 回収品目・回収品目 回収品目
新聞、雑誌、段ボール、紙パック、新聞、雑誌、段ボール、紙パック、 新聞紙、雑誌、段ボール、紙ノ勤ク、 回収品目・

古着、古布、毛布、カーテン、着物、 古着、古布、毛布 新聞、雑誌、段ボール、牛乳パンク、 繊維類、リターナブルびん、アル

酒びん、ビールびん、アルミ缶、ス 古着、古布、白色トレー、リターナ． ミ缶、スチ』ル缶

テール缶、小物金属 ブルびん

問い会わせ 問い合わせ 問い合わせ 間い合わせ

環境事業局泉事務所 環境事業局瀬谷事務所 エコライフかながわ　　　　　　、 環境事業一己事務所

TEL　803－5191 TEL　364－0561 TEし413－3196 TEL　953－4811

月刊リサイクルデザイ・⑤ No　104　20035



ク渉
〃
　横浜市資源リサイクル事業協同組合

　　一執　　基礎作りの10年から　考
　　　　　　一一一一一
今回は5月の組合総会において11期目からの新理事長に就任される秋元さんに、

これからのリサイクルや組合運営の抱負・展望について伺いました。

今までの
新理　　こ
取り

もに、

、発想奄

L

　やりたいことが二つあります。まず、

組合立ち上げ当初から副理事長を勤め

ていたので、前理事長の中野さんが進

めて来たことを継承していくのはもちろ

んですが、今回20名の新理事によって

理事会が若返ったのを機に新しい発想

を取り入れたいと考えています。

　そのために株式会社なみの議事のス

ピードアップを図りたいのです。協同組

合では集まる機会が少ないので、どうし

ても議事が滞りがちです。各部会・委員

会で充分に煮詰めた内容のものを提出

してもらい、それに対してすばやい対応

で理事会が承認すると言うのが理想です。

今でも少しずつそういう形にはなってき

てはいるんですが、さらに協同組合であ

って株式会社なみの対応ができるという

のが重要で、業務のスピードアップは今

日の社会情勢の中で必須なことでしょう。

　事務局も前理事長のときにだいぶ鍛

えられていますから、その点に付いては

順調に進められると思っています。

組合員一

さら協

って’

』ましょう！

　もうひとつは、今までのような一社に

依存する経営ではなく、組合単独、独自

の事業を推し進めて経営を多角化してい

きたいと考えています。具体的には、山

内（神奈川区）にできるリサイクルポート

の運営などを充実させ、リサイクルポート

を拠点にG30プランをはじめ様々な事

業を請け負えればいいなと思っています。

また、再生紙を利用した製品の充実、出

前講師の派遣、リサイクルデザインサポ

ーターの拡大、リサイクルデザイン（本誌）

の普及を通じて一般の人たちにもつとリ

サイクルについて知ってもらい、一緒に

環境について考えていきたいですね。そ

れらすべてが環境に優しいことですので、

組合でISO　14001を取得することも視

野に入れています。

　今までの10年は基礎作りでしたが、こ

れからは激動と飛躍の10年になると予

想しています。ここまで築き上げてきた

予想以上の組合員の意識の向上をもとに、

さ’らに上を目指していきたいです。組合

員の皆さんには『全員一丸となって汗を

かいていきましょう』と言いたいですね。

好い企画が出て、それぞれができること

を精一杯やれば、大企業に負けない組織

になることを確信しています。そこが協

同組合の良い所です。そして私も引きう

けたからには一所懸命に頑張りたいと思

います。

嶺
櫛

対M

オ　噸諒　、、 臼脚特．　㌔

〔トイレ暫｛トペ・一〃三一麟喜幽灘鉾あ魁調え⑨

てトイレ臆諮しち燈㊥虎6再生密書鵯亀ん鑓鋤ら

　　　　　凹粉イ2翫罧』イ謂

灘欝［㍑［レ暫［認・コ侭
き．事・＝4轡
磯

　　ooo猶一

　　　　　　　　　　　　∴㌃∵ジび⊃くり鷺じ
　　　　　　　　　　　　　即」こするとず。しり重、。犠

　　　　　　　　　　　　　　　．r1もそのはず、ふつうのトイレッl

　　　　　　　　　　rl謙繋勲籍1

徊ri蕊ぬ：灘欝1滋
　　　　　　　　秒■スa360円（配送料込ゐ）　蜘讐

翻難　　　　　　　　振消費税・振込料1まお客様のこ負担でお願いします。擁

　　　　　　　　鷹論麟鐡轟轟聖贈鞍簿轟副審轟欝
　　　　　　ト　ごが
　　　　　　　諏　●ご注文・お問い合わせば

　　　　　　　　横浜市資源リサイクル事業協同組合
　　　　慰‘　　撚　　電言舌　　045・316・4050　　FAX　O45・316・6050

　　艇縫垂
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㊥、わたし7とちの630行動宣盲

　子どもたちの考える現在、未来のリサイクルとはどのよ

うなものなのか、子どもたちが描いた「環境絵日記」を通

して、私たち大人が知る機会を持ちたいという思いから始

まった「環境絵日記」も今年で4回目を迎えます。

　昨年は皆様のおかげで日韓合同開催ができました。今年

のフォーラムは子どもたちが「環境絵日記」を通して、こ

れからの「環境行動都市」　「リサイクル都市」横浜をどの

ようにとらえているかを知り、私たちのG30行動宣言へ

と結びつけていけたら…と考えています。

●環：境絵日記も募集します

　テーマ“わたしたちのG30行動宣言”
　　　　“我が家のG30自慢”
今年も夏休みの課題として取り組んでみませんか？

それぞれのお問い合わせ・お申し込みは…

　〒220－0005　横浜市西区南幸2－16－22　金属ビル3階

　横浜市資源リサイクル事業協同組合

　電話045－316－4050　FAXO45－316－6050
　Mail＠recycledesign．or．jp

　環境絵旧記市民審毒姜嚢寡集

講闇闇鑑灘慰留
1馨響野鷺難）触吻勉．
嚢ミ環境に興昧1をお叢おの方、子ど雨燕遜譲鱒1痒

回 ＝
い

　本紙の裏表紙に毎月必ず

「リサイクル標準価格表」

が掲載されています。皆さ

んは気にして乙覧になって

いますか。ここをずっと継

続的に見ていると古紙等の

価格の動きがとても良く分

かります。

　最近一部のマスコミ報道

で古紙価格の変動が取り上

げられ、古紙の値上がりが

あたかも再生古紙使用のト

イレットペーパーの価格の

動きの要因である、という

ような表現がされています。

　掲載のグラフは、

古紙価格の変動（古新聞紙業者売値1kgあたりの場合）

（円）
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　鰻7・49円
　　　（業者の正常価格値といわれている）
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　　　　　　　　1995年～2003
年1月までの古新聞紙の業者の売り値

（1Kg）の移り変わりです。これを見

ると現在古紙価格が上向いているのは、

下がり過ぎた価格がやっと回復してき

ている途中なのだということがわかり『

ます。

　ここ数年、，古紙リサイクルに関わる

業者は、度重なる値下げの

実施に苦しい時期を過ごし

てきました。古紙は末端で

の回収、集荷に始まり、選別、

梱包の一連の作業を経て「リ

サイクル商品」になります。

この作業をともなうコスト

の積みあげの上での価格を

適正価格とするなら、今回

の価格の回復はやっと「正

常価格」に戻りつつあると

ころだということが分かり

ます。

　循環型社会の構築の重要

な一端を担う古紙流通業界が、

安定した適正価格で運用されるよう、

これからも月刊リサイクルデザインの「リ

サイクル標準価格表」を注目していて

ください。

月刊リサイクルデザイン⑦
NolO4　20035



月刊リサイクルデザインもおかげさまで100号を迎えることができました。

　　リサイクルデザインサポーターの登録数は225人になりました。

　　　今回τ00号の記念イベントを兼ね、サポーターの皆さんの

　　　　　なまの声をお聞きするフォーラムを企画しました。

　　　　　　今月号の特集「横浜G30行動宣言」について

　　　　市民の皆さんと話し合いができたら、と考えています。

　　　　　どうぞサポーター’Sミーティングにご参加ください。

日時＝6月22日（日）午後2時～3時30分（予定）
会場＝フォーラムよこはま

　　　（西区みなとみらい2－2－1－1ランドマークタワー13階）

　　　　桜木町駅（JR・東急東横線・横浜市営地下鉄）下車

定員＝50名（先着順）
申込万法＝ハガキに「サポーター’Sミーティングに参加希望」・

　　　　氏名・住所・電話番号を明記してください
　　　　招待状の発送をもって受付発表に代えさせて頂きます。

　　　＊4月25日時点でサポーター登録されている方は別途参加募集の
　　　こ案内を差し上げます。

締め切り＝5月25日（土）

申し込み先＝〒220－0005横浜市西区南幸2－16－22　金属ビル3F
　　　　　　横浜市資源リサイクル事業協同組合

　　　　　　リサイクルデザインサポーター「Sミーティング係

麟護癒す
　リサイクル組合の組合員が、学校でリサ

イクルの話をする「出前講師」になったき

っかけは、ある生徒さんがリサイクルデザ

インに載った、ある組合員の記事を読んで、

「この人の話が聞きたい」と先生に希望し

たことから始まっています。

　リサイクル組合では、地域や学校などの

こ要望に応じ、出前講師を派遣します。ご

希望の方はぜひこ相談ください。

　問合せ　TE【．045・316・4050
　2002～03年　出前講師派遣状況
∫臼蒔 学校名 対象

5／29 南区六ツ川小学校 4年生

6／13 緑区長津田小学校 4年生

9／26 旭区上白根小学校 4年生

11／13 戸塚区戸塚中学校 全校生徒

11／25 緑区緑園西小学校 5年生
璽2／4 南区共進中学校 全校生徒

2／14 瀬谷区相沢小学校 6年生

2／17 神奈川区白幡小学校 4年生
2／18 港南区小坪小学校 5年生
3／11 港南区野庭小学校 4・5年生
3／20 都筑区荏田東第一小学校 3年生
3／20 磯子区山王台小学校 5年生

麟
鶏
呵
薦

　　　慶5　　　Lo
　　イダ膨デザインフォーラムの

　　鞍　　月報リサイクルデザイ

　　　　　凱
内事謂懸1
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　　　畑ウ骨ら生まれた紐ひも

二幅　　　　　　　　　　　　山

　　　　　　　　で

醜をしばれ1蒜る

一捲惑磯目詠唱、

パラ売り

　箱売ザヨト醗｝
、G箱ξ1◎巻）

　　　　　　　ゆ締鰍

結び

く

1巻250円

塗箱賢5◎◎円
〈凄巻23◎円）

1箱95◎0円
α巻氾◎円〉

1～6巻400円
7巻～600円

価絡｛こ・

禽まれ蒙す

お申し込み　　横浜市資源リサイクル事業協同組合

お問い合わせTELO45－316－4050　FAXO45・316・6050

小結くん販雍場所／●横浜市金沢区・緑区・中区・都筑区

の区役所売店　●グリーンバザール（南区）●ブックショップ瓜

れあい戸塚店（戸塚区ダイエー横）・大船店（鎌倉市小袋谷）●

コミュニティストアすずきや（戸塚区）●エコロジーショップエ

ッセンス（申区）●御菓子処おきな堂（神奈川区）●村松商店（鶴

見区生麦4・10－17）　　　販売してくださるお轟轟集中1
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櫛●
　　　　R匡（》爾（L匿

　　　　Design

鵡

彦
融

鴫

亭

β気

㌃．

降　　　　　　ぞ

’

リサイクルデザインのロゴマーク

　2つの円形は血管を表しています。右の赤

い円形が動脈、左のにじんだ円形が静脈。私

たちは、産業全体の中の静脈部分を扱ってい

ますが、静脈の正常化だけ’でなく、動脈の正

常化も同時に目指していきたいと考えます。
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1キロ当たり 1キロ当たり

籍聞　　・ ＊＊＊ @　　　0円 5～6、5円

雑誌 ＊＊@　　　0円 2～2．5円
段ボール ＊＊ @　0～一4円 3円
衣類くず ＊＊ @　設定不能 0～1円
アルミ缶 ＊＊＊＊ P0～15円
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＊集団回薮にiま∫寅入懲格1を晶晶∴＊硝轡勾　　’　・

・＊＊翻醐舗り縛止血幽睡翻済鯛権㌧
★5◎eキ道以上集臨画取資三体の瑚儲委蛍．
　　　　　　　　　　　　　じ　　オ　る　　　　　ネ　　　　ユ
　取引条件鑓よウ多少魏しま事汽∴デ’．、
　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　く　　　　　　　　ウ★事業所から発生した勤のば集団二二の轍乙舳bません。

　事業所ことに業者と直接こ帽談くださ犠。町

、★集団回収以外の段ボール薗収は、｛掴3◎00戸露悪の手数

　粗がかかります。段ボールは必ず束萄で出してください。
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リサイクルデザインのビデオテープ

「未飛を生み出すリサイク几」

　　　㌔　　　　　’　内

　ζ⑳ビデ；オぱ、暮らしの中

から出愚壷難物（罫紙・空き
　レ　　　　　ま　　　ゴ

缶箏）がおのようにリサイク

ル建国でUるかを、一人の小
　　　さ　　　　　　　　　　　ド　　へ

置生⑳同量通して毘で緊く様一

㌔芋i癖懸盤欺ぞい毒iす尊ぜひリ

三サイ〃ル⑳糊等たこ瀞く∵

隷ぎい噂㌦
　ケ　　　町　♪デ戸
　　よザ

　粘　∵
ボ均嘘．T・

●ビデオテープ貸し出し、こ購入のお問い合わぽ下記ま℃。

横浜市資源リサイクル事業協同組合

　　　TEL　O45－316騨4050
　　　FAX　O45凹316圏6050
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陶判リサイウ几デザインは凍の増鯖健膿いτおり膜ず

　●マリンスポーツデスク・リップル（鶴見力ミン5F）●グリーンバザール（南区六ツ川）●ブックショップふれあい芦塚庸（ダイエー横）・大

　船店●地酒　篠原屋（港北区篠原）●エコロジーショップエッセンス（中区麦田町）●神奈川銀行瀬谷支店・本牧覧店●安囲火災游上保険横浜支

　店●東京ガス環境エネルギー館●マルエツ井土ヶ二二・大倉山店●相鉄ローゼン三ツ二割・港南台盾・大口店・二俣川店・線園都市店・いずみ中

　央店・山手台店・白根店食品館・モザイク港北店・六ツ川店・釜利谷店・和田町店・左近山店・瀬谷店・いずみ野店・弥糀台店・笹山店・東寺尾

　店・冨岡店・ひかりが丘店・希望ヶ丘店・並木店・南まきが原店・中田店・南瀬谷店・ひなた山回・磯子店・オルト瓢蘇蜜●マイカル天王町サテ

　ィ店●ジャスコ駒岡店・金沢シーサイド店●自然彩食（名古屋）●まじょらむ（港北区網島）●オーガニックスペースかれん（港北区大倉山）●

　カフェ杜（港北区日吉）●きまま舎（緑区霧が丘）●うどんカフェ（青葉区こどもの国）●横浜国際ホテル（西区南毒）○難くξ5歯科クリニック

　　（オーケー港北ニュータウン店2F）●リサイクルショップ「トロワの森」●横浜国立大学生活協同三舎夫君館店・工学蹄庸

陶剃リサイ切しデザインN繍◎4　　　　　　　　　　　　　　　1き∴1
発行日　2003年4月25日　　発行所　横浜市資源リサイクル事業協同組合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一馬慰撫．い　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れぷ　　　　　タ発行人　秋元康男　　　　　　　〒220－0005　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購い　　写　　・

編集人　工藤健一　　　　　　　横浜市西区南幸2丁目16番22号金属ビル3階　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　一　　　　ご

編集室　戸川孝則・竹澤留美　　TEL　O45・3164050／FAX　O45－316－5122　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・，　　，　　　．

広懸員会 P朧購：難饗一匹・・ング　　　㌦、
　　　　　　　　　　　　　　　月刊・サイクルデザイン・新聞枷・・％の再生紙備・やさ・い・醐・自鯉（繍ン髄使駅・甑


